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第6章　　 プログラム言語の役割
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第6章
PSoC1独自の8ビットコアCPU「M8C」を駆使して，PSoCのシステムに用意されている
マクロ命令を使うレッスンを行います．レッスンではI/Oポートとプログラムだけの「じゃん
けんマシン」や第8章でも登場するキャラクタLCDの表示をする「LCDベンチ」を製作します．

プログラム言語の役割
マクロ命令でLCD表示や割り込み処理のレッスン
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プログラム言語の役割は，最初はmain.cの
中のmain()関数内にスタート命令を書くだけな
ので，ユーザ・モジュールの管理人といったとこ
ろです．スタート命令と呼んでいた関数は，API

（ Application Programming Interface の略称）
と呼ばれる関数の一つで，C コンパイラに備わっ
ているものではなく，ユーザ・モジュールを生成
するときに作り出される関数です．

C言語はmain()という関数で始まります．実は

その前にスタートアップと呼ばれる「boot.asm」
というプログラムが存在します．表に出てこないの
で意識することはありませんが，ここからmain()

へ飛んでいます．一般的なmain()関数は，処理
を継続するため制御ループに入り終了しないこと
が多いですが，PSoC のスタート命令だけでは終
了してしまいます．その終了したあとはboot.asm

に戻り，「何もしない」でぐるぐる回っています．
ユーザ・モジュールを配置し「生成（構築）」する

と，API関数を記述したアセンブラ・プログラム・
ファイルがいくつも作成され，最終的に「リンク」
作業で一つのプログラムになります（図6-1）．

boot.asm Counter8_1Int.asm

Counter8_1.asm

Counter8_1.h

Counter8_1.inc

「割り込み」処理や
宣言は各自記入する

「main.c」はプロジェクトを作成したときに作られ，「main()」関数から
プログラムが実行される．「main()」関数は初めは「空」である

「ユーザ・モジュール」を
配置し「構築」すると作成
されるコード．この例は
「Counter8_1」を生成する
と自動的に作成され，API
関数などが記述される

プロジェクトとは多数の
プログラムの集合体．
「boot.asm」，「main.c」
のほかにも合成される
プログラムは多数ある

普段は表には出てこ
ない． 「boot.asm」
はビルドするたび
に書き換わる

割り込みベクタやグ
ローバル・リソース
内容を展開する

PSoCの本当の
スタート

多くの「マクロ命令」が
記述されているので
参照しよう

main ( )に移る

main ( )が終了すると無限ループ

「main.c」に飛ぶ

図6-1　プログラムの構成


